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1.1 調査目的
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■背景
非住宅建築物の省エネルギー基準（平成28年国土交通省告示第265号。以下「基準告示」）で定

められている基準一次エネルギー消費量を算出するための標準的な室使用条件

（以下、「標準室使用条件」）は、様々な調査を基に設定している。

しかし、施行している中で、特に病院と学校において、標準室使用条件が実

態と異なる部分があるため、基準達成が困難との声が多い状況にある。

■目的
病院と学校を対象に、標準室使用条件と実態が異なるとされる項目を想定し、

規格やガイドラインの調査、及び設計者等に対するヒアリング調査などのエビ

デンスから変更の必要性を検証し、標準室使用条件を改正するための情報とし

て整理することを目的とする。



1.2 調査概要
（イ）室使用条件に関する課題の抽出
■想定

・病院・学校を対象として、実態と異なる可能性のある室使用条件の項
目を想定

■検証
・想定した項目について課題を検証するためのエビデンスを収集
具体的には、設備設計時に使用する規格・ガイドラインとの照合、
設計者・施工者・機器メーカ等へのヒアリング、実運用データの
分析などを実施

・室使用条件と実態との違い、課題・問題点を整理

（ロ）室使用条件を更新するための情報の整理
■提案
(ｲ)の課題に対して室使用条件の変更の必要性を分析し、以下の項目を提案

①標準室使用条件

②室用途

③計算対象外要件
5



1.3 調査のフロー
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１．想定
実態と異なる可能性の
ある室使用条件を想定

 標準室使用条件で
規定されている項目
の整理

 建物用途の特性から
標準室使用条件と異
なる可能性が高いと
考えられる項目抽出

２．検証
エビデンスを収集して
想定内容を検証

 エビデンスの収集
• 規格・ガイドライン
• 設計者ヒアリング
• 施工者ヒアリング
• 機器メーカー調査
• 実建物運用データ

 想定内容を検証し、
標準室使用条件と
の違いを整理

３．提案
標準室使用条件の
見直しの必要性提案

 提案項目
①標準室使用条件
②室用途
③計算対象外の要件

（イ）室使用条件に関する課題の抽出 (ロ)室使用条件を更新
するための情報整理



1.4 調査実施体制
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・省エネ法改定後の要望整理
・標準室使用条件変更内容検討

（イ）室使用条件に関する課題の抽出

・標準室使用条件と異なる項目抽出
・規格・ガイドラインとの照合
・設計者・施工者・機器メーカーヒアリング
・運用データの分析
・標準室使用条件との違い、課題・問題点整理

日建設計総合研究所

建築研究所

（ロ）室使用条件を更新するための情報の整理

・標準室使用条件の見直しの必要性提案

日本医療福祉
設備協会

佐藤エネルギーリ
サーチ（株）

・規格・ガイドライン調査
・ヒアリング対応

共同研究

委託

情報提供



2.病院に関する調査

2.1 実態と異なる可能性のある室使用条件の想定
2.2 エビデンスの収集と想定内容を検証

(1) 病院設計時に使用する規格・ガイドラインの調査
(2) HEASの規格と標準室使用条件の違い
(3) ヒアリング結果まとめ
(4)  実建物の実測データ分析

2.3 病院における標準室使用条件の見直し提案



2.1 実態と異なる可能性のある室使用条件の想定
標準室使用条件とは
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省エネルギー基準告示で定められている基準および設計一次エネルギー消費
量は、室用途別の標準室使用条件に基づき、各室が使用されとして、エネル
ギー消費量を算出している。

標準室使用条件の設定内容は、省エネルギー基準告示で定められている基準
値および設計一次エネルギー消費量算出に大きく影響している。

設計建物の仕様
（評価する建物）

基準建物の仕様
（モデル建物）

設計一次エネル
ギー消費量
（設計値）

基準一次エネル
ギー消費量
（基準値）

「標準室使用条件」（室用途別の使われ方）

建設地（気象条件）
共通の条件で年間の
エネルギー消費量を計算

≦
設計値が基準値以下であること

建築物省エネ法での評価のイメージ



標準室使用条件で規定している項目
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室用途別に以下の主に項目を設定
・年間カレンダー（平日、土曜日、日・祝日など）
・空調運転時間、内部発熱（照明・人体・機器）の時刻別変動
・換気運転時間、基準換気風量
・照明点灯時間、基準照明消費電力 など

病院の病室の
標準室使用条件の例



標準室使用条件を設定している室用途
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室建物用途で210室用途を設定

• 病院建物：
「病室」「検査室」「手術室」
など２８室用途

• 学校建物：
「小中学校の教室」
「高等学校の教室」「実習室」
など２６室用途

病院等 学校等
病室 小中学校の教室
浴室等 高等学校の教室
看護職員室 職員室
終日利用される廊下 小中学校又は高等学校の食堂
終日利用されるロビー 大学の教室
終日利用される共用部の便所 大学の食堂
終日利用される喫煙室 事務室
診察室 研究室
待合室 電子計算機器演習室
手術室 実験室
検査室 実習室
集中治療室 講堂又は体育館
解剖室等 宿直室
レストラン 更衣室又は倉庫
事務室 廊下
更衣室又は倉庫 ロビー
日中のみ利用される廊下 便所
日中のみ利用されるロビー 喫煙室
日中のみ利用される共用部の便所
日中のみ利用される喫煙室
厨房 厨房
屋内駐車場 屋内駐車場
機械室 機械室
電気室 電気室
湯沸室等 湯沸室等
食品庫等 食品庫等
印刷室等 印刷室等
廃棄物保管場所等 廃棄物保管場所等

病院等、学校等の室用途分類



標準室使用条件で規定している項目から、
設計者の視点からみて、実態と異なる可能性があると考えられる項目を想定
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実態と異なる可能性があると想定される項目
① 内部発熱が異なる室（機器発熱、人体発熱、照明発熱）

② 設定温湿度が異なる室

③ 使用時間・期間が異なる室

④ 設計照度が異なる室

⑤ 換気回数（風量）が異なる室

⑥ 対応する室名がない室

⑦ 対象外とした方が良い室

⑧ 基準設備容量が異なる室



2.2 エビデンスの収集と想定内容を検証
(1)病院設計時に使用する規格・ガイドラインの調査
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 病院に関する主な規格・ガイドラインについて調査した。
 設計で使用される規格・ガイドラインは、概ね①を用いている。
 以降①と標準室使用条件の違いを整理した。

① 病院設備設計ガイドラインHEAS-02-2013（（一社）日本医療福祉設備協会）

② 診療報酬の施設基準（厚生労働省）

③ 空気調和・衛生工学便覧（（公社）空気調和・衛生工学会）

⑤ 冷暖房熱負荷簡易計算法（SHASE-S 112 2009）（（公社）空気調和・衛生工学会）

⑥ 建築設備集成 医療・福祉(（公社）空気調和・衛生工学会)

⑦ 居住系高齢者施設 施設設置基準（（一社)日本医療福祉建築協会）

【病院に関する主な規格・ガイドライン】
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【HEASと標準室使用条件のまとめ】
HEASの規格と標準室使用条件（以降標準と記載）の傾向
① 新鮮外気量が異なる （標準：3.7回/h ➡ HEAS：6～15回/h（検査室等））

② 冷房設定温度が異なる （標準：26℃ ➡ HEAS：23～26℃（手術室等））

③ 暖房設定温度が異なる （標準：22℃ ➡ HEAS：24℃（検査等））

④ 暖房設定湿度が異なる （標準:40% ➡ HEAS：50%）

⑤ 照度設定が異なる （標準：750Lx ➡ HEAS：500～700Lx)

(2)HEASの規格と標準室使用条件の違い

72 検査部門① 検体検査室 検体受付・集積室 2 6 - 26 50 22 50 500 300 ～ 750 待合室 5 1.9 - 26 50 22 40 500
73 一般検査室 2 6 - 26 50 22 50 J 500 300 ～ 750 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
74 生科学検査室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
75 血液・血清検査室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
76 試薬保管室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
77 血液凝固検査室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
78 採血室 2 6 - 26 50 22 50 J 500 300 ～ 750 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
79 採尿室 - 10 全排気 27 - 27 - J 200 150 ～ 300 日中のみ利用される共用部の便所 5 1.9 15 26 50 22 40 300
80 細菌検査室 2 6 全排気 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
81 検査器材室 2 5 - - - - - J 200 150 ～ 300 解剖室等 5 1.9 - 26 50 22 40 75
82 器材洗浄室 - 10 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
83 病理検査室 検体受付・集積室 2 6 - 26 50 22 50 J 500 300 ～ 750 待合室 5 1.9 - 26 50 22 40 500
84 切出室 2 12 全排気 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 解剖室等 5 1.9 - 26 50 22 40 75
85 作業室 2 12 全排気 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 解剖室等 5 1.9 - 26 50 22 40 75
86 組織保存室 - 12 全排気 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 解剖室等 5 1.9 - 26 50 22 40 75
87 電子顕微鏡室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
88 染色体検査室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
89 細胞診断室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
90 組織診断室 2 6 - 26 50 22 50 対象室なし - ～ - 検査室 10 3.7 - 26 50 22 40 750
91 解剖室 - 12 全排気 24 50 22 50 対象室なし - ～ - 解剖室等 5 1 9 - 26 50 22 40 75

■：標準室使用条件＞HEAS　■：標準室使用条件＜HEAS　ただし、換気量は±0.5[回/h]以上差がある場合

HEASの分類
外気量

[回/h]
排気 冷房

温度

[℃]

冷房

湿度

[%]

暖房

温度

[℃]

暖房

湿度

[%]

室名称 新鮮

外気量

[ｍ3/m2h]

新鮮

外気量

[回/h]※2

空調

以外の

換気

回数

[回/h]

冷房

温度

[℃]

冷房

湿度

[%]

暖房

温度

[℃]

暖房

湿度

[%]

照度

[lx]
照度

※1[lx]
J:JIS Z9110と

同じ値

推奨照度範囲室内循環風

量

全排気の場

合は排気量

[回/h]

日本医療福祉設備協会 標準室使用条件

HEASの規格と標準室使用条件の違いについて下表（一部抜粋）のように整理
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室用途
名称 図面上の室名の例 標準使

用条件 内容

検査室 CT室、MRI室、
アンギオ室 30W/㎡ 実運用はもっと大きいが、発熱機器はCPU室に設置する

場合が多い。
検査室 生理機能検査室 30W/㎡ 実運用は内部発熱は少ない。
看護
職員室 ナースステーション 3W/㎡

12W/㎡（事務室相当）程度
これ以外（スタッフルーム、スタッフ休憩室、看護師室、
控室、当直室、宿直室、守衛室）は現状の設定で良い。

診察室 中央材料室 15W/㎡ オートクレーブ（蒸気殺菌）の場合、
設計では100W/㎡

手術室
手術ホール、手術準
備室、リカバリー室、
前処理室

30W/㎡ 機器発熱はないので、手術室とは異なる。

集中治
療室 ICU、NICU 30W/㎡ 実運用は50W/㎡程度

【機器発熱】

(3)ヒアリング結果まとめ
既往の規格での数値、施工者団体のヒアリング結果を踏まえ、
設備設計者にヒアリングを実施（総合建築設計事務所５社の設備設計者）

 標準室使用条件より、機器発熱の大きい室用途があることが分かった。
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室用途名称 図面上の室名の例 内容
病室 暖房23℃
手術室 手術室 冷房24℃（HEASでは23～26℃）

暖房24℃（HEASでは22～26℃）
検査室 生理検査室

（エコー室、心電図室など）
暖房23℃

画像検査室
（撮影室、CT室、MRI室など）

暖房24℃

核医学検査室
（RI室など）

暖房24℃

集中治療室 ICU 暖房25℃

【設定温度】

 現状の設定温度 暖房22℃,50%、冷房26℃,50%と異なる室が複数ある。
 主に暖房の設定温度が違いがあることが分かった。
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室用途
名称

図面上の室名の
例 基準値 内容

病室 基準値4.0㎥/㎡h,
（1.5回/h）

5.6 ㎥/㎡h,2回/h程度が妥当

病室
感染症病室 基準値4.0㎥/㎡h,

(1.5回/h）
8.0㎥/㎡h,3回/h程度が妥当

手術室 基準値10㎥/㎡h 15~20 ㎥/㎡hが妥当
解剖室,
診察室

臭気、ホルマリン
対策が必要な診
察室、検査室等

基準値5㎥/㎡h,
（2回/h）

20 ㎥/㎡h（全外気8～10回/h換気）
ただし、臭気対策のファンは、評価対象外とす
る。

核医学
検査室

ラジオアイソトープ
(RI)室、SPECT
室、PET室

基準値10㎥/㎡h,
（4回/h）

放射線管理エリアを有する室と管理区域内
の諸室は、空調が全外気方式であるため、外
気量が大きい。
20 ㎥/㎡h（全外気8～10回/h換気）

【換気の大きな室用途】

 基準に比べて換気量が多い
→消費エネルギー増の要因となるので標準条件の見直しが必要と思われる。
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修正が望ましい
室名称

図面上の室名の例 備考

感染症病室 空調が全外気方式である室

中央材料室 中央材料室（検査室より移動）
滅菌室、洗浄室（検査室より移動）

滅菌用蒸気等の発熱が大きい室

一般検査室

各種検査室、検体検査室※、検査管理室、
操作室、消毒室、薬剤室、製剤室、調剤室、
採血室、アイソトープ室、ホルター室、採痰室、
計測室、体外計測室、骨密度測定室、腹膜
透析室、麻酔室、リハビリ室

内部発熱の大きくない室、
解剖室等の室使用条件を参照する。

手術ホール、手術準備室、リカバリー室、前処
理室（手術室より移動）
輸血保管庫、麻薬管理室、標本室、標本管
理室、霊安室、機器・機材室（解剖室等より
移動）

病理検査室 剖検室、解剖室、動物室（解剖室等より移
動）

ホルマリン対策等のために、空調が全外気方
式である室

生理検査室
エコー室、心エコー室、筋電図室、透視室、読
影室、トレッドミル室、脳波室、膀胱鏡室、撮
影室、心電図室（検査室より移動）

人体を対象とした検査室

画像検査室 CT 室、MRI室、アンギオ室、X線室、X線透
視室

大型機器の発熱が大きい室、ただしCPU室
が中心る。

核医学検査室 ラジオアイソトープ(RI)室※、SPECT室※、
PET室※

放射線を発生する検査を行う室で、放射線
管理エリアを有する室と管理区域内の諸室
を想定。空調は全外気方式を想定。

【室用途の修正内容検討】

 主に全外気方式の室や、大型発熱機器、放射線を扱う室は別々とした方が望ましい

新規追加

検査室、
解剖室等を
再編成・
整理
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(4)実建物の実測データ分析
実病院２施設でのパッケージ空調機の運転実績データを分析し、運転スケジュール、
設定温度の情報を整理した。

【分析データ】：関東圏内の延床面積約5000㎡の総合病院の
パッケージ空調機室内機の時刻別データ（1年分）

【取得データ】 設定温度平均値、運転時間、サーモON時間

【病室】設定温度頻度分布

 冷房、暖房共に実際の設定温度は高めになっている
→実運用時暖房のエネルギー消費量は標準条件より多くなる可能性が高い。
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冷房時設定温度 頻度分布

• 冷房設定温度はやや低めの運用になっていることがわかる。
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3.学校に関する調査

3.1 実態と異なる可能性のある室使用条件の想定
3.2 エビデンスの収集と想定内容の検証

(1)  学校設計時に使用する規格・ガイドラインの調査
(2) 規格・ガイドラインの内容【参考】
(3) ヒアリング結果まとめ
(4)  実建物の実測データ分析

3.3   学校における標準室使用条件の見直し提案



3.1 実態と異なる可能性のある室使用条件の想定
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実態と異なる可能性があると想定される項目
① 内部発熱が大きい室（機器発熱、人体発熱、照明発熱）

② 設定温湿度が異なる室

③ 使用時間・期間が異なる室

④ 設計照度が異なる室

⑤ 換気回数の大きい室

⑥ 対応する室名がない室

標準室使用条件で基準値を規定している項目から、
設計者の視点からみて、実態と異なる可能性があると考えられる項目を想定



3.2 エビデンスの収集と想定内容の検証
(1) 学校設計時に使用する規格・ガイドラインの調査
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 学校に関する主な規格・ガイドラインを調査
 規格・ガイドラインの内容と標準室使用条件に異なる内容はない。

① 学校環境衛生基準（文部科学省）

② 学校施設のCO2 削減設計検討ツールFAST
（国立教育政策研究所文教施設研究センター）

③ 空気調和・衛生工学便覧（（公社）空気調和・衛生工学会）

④ 冷暖房熱負荷簡易計算法（SHASE-S 112 2009）（（公社）空気調和・衛生工学会）

⑤ 試して学ぶ熱負荷HASPEE 新最大熱負荷計算法（（公社）空気調和・衛生工学会）

【学校に関する主な規格・ガイドライン】
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(2) 規格・ガイドラインの内容
学校環境衛生基準の規格
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(3) ヒアリング結果のまとめ
【機器発熱】
「更衣室又は倉庫」「廊下」「宿直室」
機器発熱基準値が大きい

「電子計算機器演習室」、「実習室」（理科室、図工室、家庭科室、視聴覚室、
遊戯室、音楽室、図書室、閲覧室、学習室など）
機器発熱は、標準室使用条件より少ない。標準室使用条件60W/㎡→実態10W/㎡程度

【対応する室名がない】
 「学童保育室」

使用時間：学校開業日 16～18時、学校休業日 8～18時

【室用途が一致しない】
 「保育室」（現状は[小中学校の教室] [高等学校の教室]に含む）

保育室は使用時間、使用期間が教室と異なり、使用時間が長く、夏冬春休みなどもない
ため、別室用途とする。
使用時間8～10時、土曜日も半日稼働で日祝のみ休み

 「体育館」（現状は[講堂又は体育館]に含む）

体育館は、講堂とは使用時間、使用期間が異なり、使用時間が長く、
使用時間8～18時、使用期間は教室に準ずる
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(4) 実建物の実測データ分析
関東地区の約90校における小学校でのパッケージ空調機の運転実績データを分析し、
運転スケジュール、設定温度の情報を整理した。

【分析データ】：パッケージ空調機室内機の時刻別データ（1年分）
【取得データ】 設定温度平均値、運転時間、サーモON時間

【普通教室】設定温度 頻度分布

 概ね基準設定温度と等しい温度設定であることが分かる。
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４.標準室使用条件の更新に関する提案
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（１）病院における標準室使用条件の更新に関する提案
 検査室、解剖室等

使用目的が様々で、内部発熱や外気導入量も、大きく異なる室が混在している
【提案】室用途を、一般検査室、病理検査室、生理検査室、画像検査室、

核医学検査室の５室に分類する

 感染症病室
全外気方式の病室であるため、一般病室とは、空調負荷が大きく異なる
【提案】感染症病室として、新たな室用途を作成する

 中央材料室、滅菌室、洗浄室
蒸気滅菌装置があるため、他の室とは内部発熱が大きく異なる
【提案】中央材料室として、新たな室用途を作成する

 病室、手術室、検査室、集中治療室
冷暖房設定温度（特に暖房）が、標準室使用条件と異なる場合が多い
【提案】一部の室用途で設定温度を変更

 放射線検査室の大型検査機器（MRI,CT等）
付属するCPU室に設置されている機器の発熱が大きい。冷房は機器の冷却が主体
【提案】放射線検査室等の大型検査機器のCPU室は評価対象外とする
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更新提案内容に基づき標準室使用条件の室用途見直し案を提示
室用途名称 図面上の室名の例

病室
365日24時間使用。湯使用量は病床あたり
284L/床・日を想定。

個室、多床室、隔離室、新生児室、ケアルーム、回復室
居室※1、療養室※1、静養室※1

感染症病室
病室に準じるが、空調が全外気方式である室を
想定。

浴室等
365日24時間使用。湯使用量は病床あたり
284L/床・日を想定。換気回数8回（第三種換気）
を想定。

浴室、シャワー室、ユニットバス、脱衣室、洗髪室、洗濯室

看護職員室
365日24時間使用。湯使用量は3.3L/㎡日を想
定。

スタッフステーション、スタッフルーム、スタッフ休憩室、看護師室、控室、当直室、
宿直室、守衛室
介護職員室※1、サービスステーションルーム※1

終日利用される廊下 365日24時間使用
病室部廊下、通路、緊急通路、階段、自動販売機コーナー、リネン庫、コインランド
リー

終日利用されるロビー 365日24時間使用
病室部ロビー、受付、メインエントランス、エレベータホール、電話ブース、ロッカー
室

終日利用される共用部
の便所

365日24時間使用 病室部便所、トイレ、多目的トイレ、洗面所、化粧室、採尿室

終日利用される喫煙室 換気回数30回（第三種換気）を想定 病室部喫煙コーナー

診察室
照明照度750lxを想定。湯使用量は3.3L/㎡日を
想定。

各科診察室、化学療法室、小児訓練室、育児室、医療室、水治療室、技工室、血
液浄化室、言語療養室、トリアージ室、負荷室、心理室、モニタールーム、レポート
室、ケアルーム、指導室、診察準備室、診察室前室、物療室、消毒室、中央材料
室、栄養室、暗室、運動機械室、相談室、説明室、面談室、問診室、処置室、
医務室※1

中央材料室 蒸気滅菌装置を設置する室を想定 滅菌室、洗浄室（検査室より移動）

待合室
照明照度500lxを想定。湯使用量は3.3L/㎡日を
想定。

待合スペース、受付、総合受付、総合案内、相談窓口、面会室、電話ブース、授乳
室、調乳室、家族室、プレイルーム、ラウンジ、
面談室※1

手術室
照明照度1500lxを想定。湯使用量は6.3L/㎡日
を想定。

手術ホール、手術準備室、リカバリー室、前処理室

検査室
照明照度750lxを想定。湯使用量は6.3L/㎡日を
想定。

各種検査室、検査管理室、操作室、消毒室、滅菌室、洗浄室、剖検室、薬剤室、製
剤室、調剤室、CT 室、MRI 室、アンギオ室、エコー室、心エコー室、筋電図室、透
視室、読影室、トレッドミル室、脳波室、膀胱鏡室、撮影室、心電図室、X 線室、X
線透視室、採血室、アイソトープ室、ホルター室、採痰室、計測室、体外計測室、骨
密度測定室、腹膜透析室、麻酔室、リハビリ室、
調剤所※1

解剖室等 照明照度75ｌxを想定。
輸血保管庫、麻薬管理室、標本室、標本管理室、霊安室、機器・機材室、解剖室、
動物室

一般検査室
照明照度750lxを想定。湯使用量は6.3L/㎡日を
想定。

各種検査室、検体検査室※、検査管理室、操作室、消毒室、薬剤室、製剤室、調
剤室、採血室、アイソトープ室、ホルター室、採痰室、計測室、体外計測室、骨密度
測定室、腹膜透析室、麻酔室、リハビリ室、
輸血保管庫、麻薬管理室、標本室、標本管理室、霊安室、機器・機材室（解剖室等
より移動）
手術ホール、手術準備室、リカバリー室、前処理室（手術室より移動）

病理検査室
一般検査室に準じるが、ホルマリン対策等のた
めに、空調が全外気方式である室を想定。

剖検室、解剖室、動物室（解剖室等より移動）

生理検査室
一般検査室に準じるが、人体を対象とした検査
を行う室を想定。

エコー室、心エコー室、筋電図室、透視室、読影室、トレッドミル室、脳波室、膀胱
鏡室、撮影室、心電図室

画像検査室
一般検査室に準じるが、機器発熱の大きい検査
機器の有する室を想定。

CT室、MRI室、アンギオ室、X線室、X線透視室

核医学検査室

一般検査室に準じるが、放射線を発生する検査
を行う室で、放射線管理エリアを有する室と管
理区域内の諸室を想定。空調は全外気方式を
想定。

ラジオアイソトープ(RI)室※、SPECT室※、PET室※

集中治療室
365日24時間使用。湯使用量は6.3L/㎡日を想
定。

ICU、CCU、MFICU、NICU、GCU、HCU、ICU 準備室、ICU前、緊急処置室

飲食店 喫茶店

   

サンプル



年間空調
時間

冷房期
設定温度

中間期
設定温度

暖房期
設定温度

照明発熱
参照値

在室者数
参照値

機器発熱
参照値

作業強度
指数

新鮮外気
導入量

[h/年] [℃] [℃] [℃] [W/㎡] [人/㎡] [W/㎡] [-] [m3/㎡ h]   

病室 A 8760 26 24 22→23 12 0.08 3 1 4.0

感染症病室 A 8760 26 24 22→23 12 0.08 3 1 4→8

浴室等 A 8760 26 24 22 12 0.08 3 1 4.0

看護職員室 A 8760 26 24 22 12 0.08 3 1 4.0

終日利用される廊下 A 8760 26 24 22 20 0.05 0 3 5.0

終日利用されるロビー A 8760 26 24 22 20 0.05 0 3 5.0

終日利用される共用部の便所 A 8760 26 24 22 20 0.05 0 3 5.0

終日利用される喫煙室 A 8760 26 24 22 20 0.05 0 3 5.0

診察室 A 2818 26 24 22 20 0.2 15 3 5.0

中央材料室 A 2818 26 24 22 20 0.2 15→30 3 5.0

待合室 A 2818 26 24 22 20 0.2 15 3 5.0

手術室 A 2920 26→24 24 22→24 20 0.1 30 3 10.0

検査室 A 2920 26 24 22 20 0.1 30 3 10.0

一般検査室 A 2920 26 24 22 20 0.1 30→15 3 10.0

病理検査室 A 2920 26 24 22 20 0.1 30→15 3 10→20

生理検査室 A 2920 26 24 22→23 20 0.1 30→15 3 10

画像検査室 A 2920 26 24 22→24 20 0.1 30 3 10.0

核医学検査室 A 2920 26 24 22→24 20 0.1 30 3 10→20

集中治療室 A 8760 26 24 22→25 20 0.1 30 1 4.0

解剖室等 A 2920 26 24 22 20 0.2 15 3 5.0

レストラン A 4380 26 24 22 20 0.1 10 3 4.0

事務室 A 2920 26 24 22 20 0.2 15 3 5.0

建物用途 室用途名称
カレンダ
パターン

病院等
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更新提案内容に基づき標準室使用条件一覧の見直し案を提示

サンプル
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（２）学校における標準室使用条件の更新に関する提案

 小中学校の教室または高等学校の教室に分類されている保育室
使用時間・使用期間が教室と異なり、使用時間が長く、夏冬春休みなどもなく、
室用途分離が異なる
【提案】保育室を新たな室用途として作成する

 講堂又は体育館
体育館は、講堂とは使用時間、使用期間が異なり、使用時間が長く、使用期間
は教室の準ずるため、室用途分離が異なる
【提案】体育館を新たな室用途として作成する

 電子計算機器演習室、実習室（理科室、図工室など）
標準室使用条件の機器発熱が過大である
【提案】機器発60W/㎡から、10W/㎡に変更する

 現在は、LED照明が標準となっている建物がほとんど
【提案】基準値をLED化に合わせて見直す
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５．まとめ

 基準告示の一次エネルギー消費量算出のための標準室使用条件において、
実態と異なるため基準達成が困難との声が多い、病院と学校について調査を
行った。

 規格・ガイドライン、設計者・施工者・機器メーカーへのヒアリング、実建物運用
データをエビデンスとして収集し、違いを検証した。

 標準室使用条件の中で、更新が望ましいと考えられる項目を提案した。
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